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研究成果の概要（和文）：コモン・マーモセットは家族を形成し、父親が育児をする特徴を持つ。父親の養育行
動が次世代個体へどのように影響するのか心理学的側面と生物学的基盤にせまることを目的とした。
本研究では、マーモセットの唾液中コルチゾール値が、血中コルチゾール値を反映していることを確認し、唾液
サンプルの収集のみでストレス状態を測定できることが分かった。次に唾液サンプルを収集する際、ホームケー
ジの中でマーモセットが自発的に綿棒を齧りに来る方法を用い、唾液収集する方法を開発した。この方法により
捕獲などの侵襲を与えることなく、測定したい時の唾液を採取することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：The nurture of father is important to the growth and development of 
offspring. Common marmosets are a primate closely related with human-beings, and the father take 
care of offspring.In this study, we confirmed that salivary cortisol level of marmoset reflects 
blood cortisol level, and it was found that stress condition can be measured only by saliva sample 
collection.We succeeded in marmoset spontaneously chewing swab. We developed a way to use this 
method to collect saliva of marmosets in the home cage at any time.

研究分野：比較発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
内閣府が「女性が輝く日本」の社会作りを経

済の成長戦略に掲げており、そのためには主

たる 養育者の一人である父親の役割がさら
に重要になってきている。育児・介護休業法

が平成 21 年に改正され、そこでは父親も育
児が出来る働き方の実現を目指している。女

性の育児休暇取得率は 90% に達しているが
男性の取得率はわずか 1.56%(平成 21年)で、
先進国の中でも最低水準となっている。そこ

で厚生労働省が「イクメンプロジェクト」を

平成 22 年に打ち出し、男性にも育児に積極
的 に参加するための広報活動を行っている。
女性の社会進出は、こうした男女格差を埋め

るためにも、成長戦略を支える担い手 とし
ても重要であると期待されている。「女性が

輝く日本」の具体的政策では就業に関するも

のとして、第一子出産前後の女性の継続就業

率を 2020 年までに 55%にすることと、男
性の育児休業取得率 を 13%にするという目
標が示された。子どもの養育に関する父親役

割は益々重要なものとして位置づけられて

いる。 
 子どもの成長・発達のために生活基盤を支

える家族の存在は極めて重要で、特に養育に

あたる成人との関係は、子どもの年齢が低い

ほど発達への影響が大きい。父親の子育て参

加と乳幼児の心身の発達の関係を見ると、父

親の育児参加が多いほど乳幼児の心身発達

が促されることが報告されており、子どもの

well-being向上の観点からも父親の育児参加
が必要とされている。父親の育児への貢献度

の増加は、子どもの情緒、衝動性・感情のコ

ントロール、忍耐力、共感性など様々なよい

影響があるとされている。 
 コモン・マーモセット（Callithrix jacchus）
はヒトと同じ真猿類に属し、原産地は南米の

熱帯雨林に住む小型のサルである。霊長類で

は珍しい一夫一妻制の核家族構成をとり、雄

と雌が共同で養育する特徴を持つ。子の発達

には養育者と子の密接な関係が不可欠であ

るが、マーモセットは母子関係のみならず父

子関係も研究対象となる、ヒトの家族モデル

として適した霊長類種である。ヒトの母親で

も辺縁系など感情にかかわる脳部位が出産

を経て大きくなり、育児行動を助長させ、愛

着ホルモンといわれるオキシトシンの分泌

が増加するが、父親ではネズミでそれを示唆

する結果はあるものの、育児経験に対する感

受性の変化の生物的基盤を示す研究はほと

んどない。Feldmanらのヒトにおける育児的
な刺激に対する脳の反応の研究よると、父親

は直接的な育児関与時間が長いほど、扁桃

体・上側頭回の神経接続が強いという 7)。つ
まり親にとって育児関与の強さが、共感性や

直観的な情動的判断にかかわる脳部位を豊

かにし、より育児をしやすい脳が作られるこ

とが示唆されている。 
 
２．研究の目的 
マーモセットの父親の育児への関わり方は、

ヒトと同じように個体差がある。マーモセッ

トの父親が積極的に子どもを抱かない場合

母親が一人で 2頭の子どもを抱くことになる
が、そうすると母親の疲労が増すために、授

乳した後にすぐに自分の体から子どもを離

す母親も多く、子どもが親にしがみついてい

ない単独の状態になる例もしばしば見られ

る。このように最低限の世話はされているが、

幼若時に十分な養育を受けていない場合、子

どもの愛着の形成並びに基本的信頼感など

に影響を及ぼすと考えられる。この精神的基

盤の形成が発達、特に子どものストレス耐性

に及ぼす影響を検証していく。またヒトの父

親にオキシトシン投与すると自分の子ども

に対する社会的な行動が増加したという報

告からも、養育行動に積極的な父親ほどオキ

シトシンレベルが高くなることが推測され

る。父親の育児時間やオキシトシンやバソプ

レッシンなどのホルモン応答、それに伴う情

緒的な神経回路の強化によって、父親の養育

を受ける子どもの側にどのような違いが生

じているのかにせまるのが本研究の目的で

ある。父親の持つ生物学的な側面によって、

父親の養育行動の個体差を生み出している

ことが、子どもの身体的な発達や社会性の発

達またはストレス応答性に違いがあるのか

という新しい視点から、父親の養育行動が子

どもの発達に与える影響を行動学的側面か

ら測定していく。ストレス応答はストレスマ

ーカーによって調べることが出来るが、動物

にとって非侵襲的な測定ができる唾液中の

ストレスマーカーの測定とその測定方法の

マーモセットへの適用妥当性も併せて検証

する。 
 



３．研究の方法 
マーモセットの唾液中ストレスマーカーの

分析可能性を検討する。並行して、ペアで飼

育しているマーモセットを用いて、オスの育

児関与割合における脳下垂体由来のホルモ

ン量と子のストレス耐性との関連性を明ら

かにする。妊娠前及び子の生後 2ヶ月におけ

るオスの血中オキシトシンレベルを測定し、

オスの育児時間は定点観察による行動観察

を定量的に測定する。子の身体的発達は神経

学的指標に基づき検査し、ストレス負荷試験

と社会性試験を実施する。子の試験の前後に

唾液中に含まれるストレスマーカーを測定

しこれらの結果から、父親の養育態度が子の

ストレス応答性に影響を与える可能性につ

いて検討する。 

 

４．研究成果 

マーモセットのストレスホルモンを測定す

る場合、どれだけ平常の状態でサンプル採取

が出来るかどうかが重要な点になる。本研究

では、まずマーモセットのコルチゾール値が、

血中のものと唾液中のものでどの程度再現

性があるのかを検証した。その結果、マーモ

セットの唾液中コルチゾール値は血中コル

チゾール値を反映しており、唾液サンプルの

収集のみで、マーモセットのストレス状態を

測定できることが分かった。次に唾液サンプ

ルを収集する際、ホームケージにいる状態で

マーモセットが自発的に綿棒を齧りに来る

方法で唾液を収集する方法を開発した。この

方法により捕獲などの侵襲を与えることな

く、測定したい時の唾液を採取することが可

能となった。また、子世代が成長し大人にな

った時の血中オキシトシンホルモン・レベル

を測定すると、繁殖状態にないメスはほとん

ど個体差がなく低い値であった。それに対し

てオスは個体差が大きく、周囲に新生児がい

る状況下でオスのオキシトシンレベルが増

加している可能性があることが示された。 
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